
森田寛隆
広大学生自治会委員長発言

さきほど、福島から「黙っていらたら殺される」

と訴えられました。このヒロシマこそ黙っていた

ら殺されるということを跳ね返してきた場所です。

今こそ、黙っていたら殺される。立ち上がって声

をあげよう！と呼びかけるヒロシマを甦らせましょ

う！

1950年の朝鮮戦争下、すべての集会は禁止され

ました。平和記念式典もすべて、全部が禁止され

た。原爆ドームも「良い気持ちではない」との理

由でなくなろうとしていました。これがヒロシマ

の最初の姿です。焼け野原にされ、友人も家族も

殺された上で、米軍支配に反対することも、平和

を呼びかけることも全部、全部禁止です。GHQの

支配の下、おかしいと声をあげる事は全部禁止だっ

た。広島県警もズラッといますが、広島県警がそ

の時やらされた仕事は、被爆者のいる家にも、戦
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朝の原爆ドーム前集会で発言する森田・広大学生自治会委員長

朝の原爆ドーム前集会で500人が集まり、式典に出席する安倍に怒りを叩きつけた



争反対の集会はGHQが禁止しているんだ。と触れ

回るビラを配らされていたんですよ。そういうあ

り方を全部はね返す、そういう力を持ったのがこ

のヒロシマという場所なんです！ 1950年、集会

が禁止された中で、被爆者と在日朝鮮人の人たち

が朝鮮戦争を跳ね返そうと呼びかけた1950年だっ

たんです。

広大生もその時、反米ビラをまいたことで無期

停学の処分を７人も受けながら声をあげた。それ

が広島の反戦・反核の原点です。戦争絶対反対だ！

それが広島の原点なんです。

動員学徒の碑があります。動員学徒の碑は、軍

需産業に従事させられてきた学生が朝早く三菱重

工で働かせられてたということなんですよ。その

途中で被爆した。それが動員学徒です。私がそれ

を聞いた時に、新国立競技場での過労自殺の問題

を思い出しました。４時15分に職場にいきますと

言って、過労自殺したんですよ。全く同じじゃな

いですか！ 私たちは被爆者と全く同じ存在です。

同じ火の中で焼かれている存在です。そういう理

不尽を取り戻す場としてヒロシマを取り戻しましょ

う。

反戦・反核を呼びかけるということはそういう

ことだと思います。解雇撤回、自分たちの大学の

中では、ハラスメント事件も起きています。そい

ういうことを全部はね返していく。人間を人間と

して取り戻していく。そういう８月６日の行動、

安倍を倒す行動としてやり抜きましょう。共に頑

張りましょう！

原爆ドーム前からデモ行進。「安倍は帰れ！」のコールが響く

８･６ヒロシマ大行動の集会。850人が結集した

８･６ヒロシマ大行動後の市内デモ行進に出る全学連


